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＜連絡事項＞
・臨床検査室より
　1/14（土）佐藤JGM不在のため、臨時での採血指示は検査依頼書で処理して下さい。　　　用紙・スピッツ保管場所：管理棟2F
　検査項目に合わせてスピッツを準備して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・中川原義雄様～本日12:30～15:00術前検査目的により八戸市立市民病院受診。
　　　　　　　　八戸市立市民HPより

手術までの投薬歴把握のため、2022/11/30以降に薬剤の変更・追加が
ないか問い合わせあり。変更・追加ない旨 情報提供した。
帰院後の遺伝子検査（NEAR法）結果、陰性。
ご家族（長女）より下記要望あり承る。
1/15（日）　事前の荷物確認（市民HP入院の際に継続使用出来るものは

そのまま持ちかえる予定）

※時間帯は1/14（土）に当院へ連絡いただく事とした。
1/17（火）　本人を市民HPへ送迎後、荷物をとりに来院
・寺井恵利子様～本日CPMSモニタリング採血（末血1）施行。次回1/17（火）
・上村　みわ様～主治医不在のため、日直医田名部Drより臨時薬アレンドロン酸錠1回分
（1/14）処方いただく。
＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～

スタッフへの妄想・逸脱行為なく静穏経過。余暇は積極的に趣味　　活動へ取り組んでいる。
・小豆畑裕介様～幻聴に左右された言動なく静穏経過。不安・苛々感表出なく日課・プログラムへの取り組みも良好。
・太田　富夫様～作業療法中、他者に鉛筆の先をむける状態になる。以降も睨みつけたり口調荒くしたり やや不満・苛々感がある様子窺える。
＜田名部Dr診察・担当患者様検討＞
・畑中　成夫様～スタッフへの妄想・逸脱行為は目立っていない。社会性に欠ける　　言動のふり返りは「他人に迷惑かけてるつもりはない」とはなしており自覚なし。　主治医よりスタッフの生活指導をよく受けとめるよう助言を受けている。
臨時薬 同内容により7日分処方あり。
・高橋　義明様～眠剤変更中。本人「眠れている」とはなされる。
退院支援について障害福祉サービス申請・施設選定（GH「まちなか」パンフレットお渡しなど）をすすめている事 情報提供。
・民部田和哉様～自己正当化（事実歪曲など）のふり返りでは悲観的様子なく落ち　　着いた態度で受けとめている。
主治医へ「3月目標に退院したい」とのメモを渡している。
・釜谷　茂春様～精神面著変なし。アルコールについても「そんな気分はない」との
　　　　　　　　事。退院支援すすめていく。
・板橋　利美様～前回減薬に対し「3時間くらいしか眠れていない」など睡眠不良についての不満表出あり。
臨時薬レボトミン（5）2T　1×vds追加となる。
1/16（月）市民HP腎内受診予定　診療情報提供書作成済み。
・吉田　守幸様～精神面著変なし。　主治医より作業療法継続により意欲・自発性を維持・向上していくよう助言・指導を受けている。
・三浦みよ子様～精神面著変なし。
口内炎に伴う疼痛訴えあり臨時薬ビタダン配合錠2T　2×朝・夕
7日分処方となる。
退院支援について生活保護申請・精神障害者手帳の更新手続きなどすすめている事 情報提供。
・太田　富夫様～他者への不満・苛々感については変動性あり本人も自覚している　様子だが、対処思考・行動がとれず本日の他害行為への発展した。
上記 主治医へ情報提供。　対人関係能力についての助言・指導を　受けている。
臨時薬レキサルティOFF、アリピプラゾール増量（12→24㎎）

他、同内容により7日分処方となる。
・高橋　伸治様～精神面著変なし。適宜 活動参加するよう助言・指導受ける。
・池田　康憲様～前回採血結果、Bsやや悪化。　内服なく食事療法（間食禁など）継続し経過観察の指示。
退院支援については「生活環境が整ったのにいつまでも退院させ　ない」と不満表出する場面あり。
臨時薬 同内容により7日分処方あり。
・久保　興介様～幻聴自制内。歯痛については院内歯科（現在、休診）や臨時薬内服により落ち着いているとの事。　ポンタールカプセルは継続処方となる。
・小豆畑裕介様～幻聴は自制内との事だが「テレビからみられている感じ」「惑わせるような声が聴こえる」など現実検討困難となるような誘因が多い様子。主治医より金銭面について計画的に考えるよう助言・指導を受ける。臨時薬 同内容により7日分処方あり。
